
表

農業・林業
気候変動の影響と適応策（事業者編）

主な影響の要因

全国の 1時間降水量 50mm以上の年間発生回数の経年変化
出典：気象庁ホームページ

将来の平均気温（排出シナリオと気候モデルに対する
年平均気温の将来予測（基準期間との差））
出典：A-PLAT
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** 洪水、高潮、洪水高潮の複合のうち被害額が最大と
なる災害を図示したものであり、示された単独災害以
外の災害も予測されている事に注意が必要

最大被害をもたらす災害の種類 **

出典：田中他（2019）

市場・顧客／
適応ビジネス主要事業

要因

経営資源

品質 /収量の
低下

鳥獣害 /病害虫
被害の増加

被災リスクの
増加

生産基盤への
影響

健康リスクの増加 /
労働生産性の低下

気温の上昇、降水量・降水パターンの変化、気象災害の増加、融雪の早期化・融雪流出量の減少

気象災害（豪雨、台風、洪水等）に対する取組と渇水や気温変化による品質低下や需要変化等に対する取組
を進める。的確なリスク評価に基づき、ソフト対策とハード対策を組み合わせてリスク軽減を図る。適応策

・農作物の品質と収
量低下
・家畜家禽の乳成分、
卵質、肉質の低下
・家畜の搾乳量、家
禽家畜の産卵率や
繁殖成績低下

・野生鳥獣による森
林・農作物の食害
増加
・病害虫や害菌によ
る農作物への被害
増加

・従事者の熱中症リ
スクの増加や労働
生産性の低下

適
応
策

影
響

■散霧装置、冷房
機器の導入

■新品種の導入 ■施設の点検、
補修

■用水管理の自動
化、用水路のパ
イプライン化

■ニーズ調査と
変化への対応

■新たな作物の生
産と商品開発

■作業環境の管
理

■既存水源の有
効活用

■野生鳥獣の捕
獲

■災害に強い設
備の導入

市場 /適地の
変化

・物流網の遮断に伴
う出荷停止
・強風等による設備
の破損、倒壊等の
リスク増加

・水資源の不足によ
る渇水等の用水調
達リスク増加
・気温上昇による飼
料作物の収量減少

・気温変化による
ニーズの変化
・気温変化等によ
る適地の変化

■ロボット技術や
ICT技術等の導
入

気温の上昇、降水量•降水パターン
の変化、大雨や大型台風の増加、
融雪の早期化・融雪流出量の減少

現在の状況と将来予測
日本の平均気温
は 100 年あたり
1.24℃の割合で上
昇している。大
雨も増加傾向に
あり降水量•パタ
ーンが変化して
おり、大雨•大型
台風の増加が予
測される。
気象災害による
被 害 の 増 加 や、
作物の生育や栽
培 適 地 の 変 化、
病害虫・雑草の
発生量や分布域
の拡大、家畜の
成長や繁殖、人
工林の成長に影
響を及ぼし、食
料や木材の供給
や農業・林業に
従事する人々の
収入や生産方法
に影響を及ぼす。

品種
改良

地下水

河川

ため池
新たな作物
の生産

■病害虫の防除

改善 点検・評価
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生産基盤への影響

（共通）
・物流網の遮断に伴う出荷停止
（農業・畜産業）
・強風等による設備の破損、倒壊等の
リスク増加

（農業）
・洪水による湛水長期化による農地被
害

（林業）
・大雨による山腹崩壊
・大雨や強風による風倒木

（共通）
・野生鳥獣による食害の増加
（農業）
・病害虫や害菌による農作物への被害
の増加

（畜産業）
・野生生物の生息域の拡大による家畜
家禽の感染症リスク増加

（林業）
・病害虫による樹木への被害の増加

（農業・畜産業）
・水資源の不足、降雪量の減少、融
雪の早期化による渇水等の用水調
達リスクの増加

（畜産業）
・気温上昇による飼料作物の収量の
減少

主要事業

要因

経営資源

影響

ハード対策ハード対策 ハード対策ソフト対策

市場／適地の
変化被災リスクの増加品質 /収量の低下 健康リスクの増加／

労働生産性の低下

気温の上昇、降水量・降水パターンの変化、気象災害の増加、融雪の早期化・融雪流出量の減少

適応策

適応策の
タイプ

（農業・林業）
・野生鳥獣の捕獲
（農業）
・病害虫の干ばつ
時等の適期防除
・耐虫性の高い品
種の導入
・薬剤や天敵によ
る病害虫や媒介
虫の防除

（畜産業）
・衛生管理の徹底、
予防接種、検査
の実施

（林業）
・樹種の転換

（農業・林業）
・防護柵、侵入防
止柵の設置

（農業）
・害虫防除装置の
導入

（林業）
・森林病害虫拡大
を防ぐ防除帯の
設置

（農業・畜産業）
・畜舎やハウス施
設等への散水装
置、散霧装置、
冷房機器、ファ
ンの導入
・畜舎やハウス施
設等への遮光資
材や日よけの設
置

（畜産業）
・畜舎屋根裏への
断熱材の設置

ハード対策
（共通）
・水分、塩分の
こまめな摂取
・吸汗・速乾素
材の衣類の利
用
・作業環境、作
業時間の管理、
変更等働き方
の工夫
・水管理やハウ
ス環境の管理
システム等 ICT
技術導入によ
る作業の軽労
化

（共通）
・高効率空調設
備の導入
・ロボットトラ
クタ等のロボ
ット技術導入
による作業の
軽労化

裏

【現時点の考え方】気象災害（豪雨、台風、洪水等）に対する取組と、渇水や気温変化による品質低下や需要変化等に対する取組を進める。
【気候変動を考慮した考え方】懸念される各影響に対して、リスク評価を行い、評価結果に基づき、ソフト対策とハード対策を組み合わせてリスク軽減を図る。

適応策の
進め方

農業・林業

（農業）
・農作物の高温障害、果実の着色不良等の品質低下
・高温による発芽不良、雑草成長速度増加等による収量減少
・水不足等による農作物の収量低下
（畜産業）
・家禽の卵質や肉質の低下
・高温による家畜の乳成分や肉質の低下
・高温による乳牛等の搾乳量減少
・高温による家禽の産卵数や繁殖成績の低下
・高温による家禽家畜の繁殖成績低下、斃死

（共通）
・高温による従事者の熱中症リス
クの増加
・労働環境の悪化による労働生産
性の低下
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農業、林業は、耕種農業，畜産農業（養きん，養ほう，養蚕を含む）及び農業に直接関係するサービス業務並びに林業及び林業に直接関係する
サービス業務を行う事業所が分類される。

[ 市場の変化 ]
・気温変化による消
費者のニーズ、嗜
好の変化
[ 栽培適地の変化 ]
・気温上昇等による
栽培適地の変化

[ 市場の変化 ]
・ニーズ調査、ニー
ズ変化への対応
[ 栽培適地の変化 ]
・新たな作物の生産
・新商品の開発

鳥獣害 / 病害虫被害の
増加

市場・顧客／
適応ビジネス

（共通）
・施設の点検、補
修
・強風によって飛
ばされる恐れの
あるものの片付
け、ビニールの
巻き上げ
・BCP の策定、運
用
・損害保険の加入
（林業）
・森林の整備、樹
種の転換

（農業・畜産業）
・災害に強いハウ
スや畜舎の導入、
補強
・非常用電源の設
置
・排水路等の整備
（林業）
・保護林帯を設置
して人工林の風
倒を防ぐ
・路網整備

ソフト対策 ハード対策
（農業）
・ICTを用いた圃
場配水、用水管
理システムの活
用

（畜産業）
・飼料作物収量減
少緩和のための
品種転換による
収穫時期の分
散・拡大

（農業・畜産業）
・用水管理の自
動化、用水路
のパイプライ
ン化
・ため池・農業
用ダムの運用
変更による既
存水源の有効
活用

ソフト対策 ハード対策 ソフト対策ソフト対策
（農業）
・高温耐性品種や早晩性の異なる品種の導入
・作期分散、移植期変更
・収穫時期の変化、短期化への対応
・地温や酸化度等の土壌管理
・十分な潅水、マルチシートでの水分蒸発抑
制
・除草剤や圃場管理による雑草防除
・肥料等の散布時期の変更
（畜産業）
・畜舎の屋根への散水や石灰塗布
・密飼いの回避、毛刈りの励行
・暑熱ストレス軽減のための、冷水や良質飼
料の供与
・暑熱ストレス軽減のための夜間給餌

低～中低～高 中～高 高 高 中～高 高 高

中～高低～中 高 低～中 中～高 中 中～高 低～中 高低～中

短期短期 短期 短～長期 短～長期 短～長期 短期 短～中期 短期 短～中期所要時間

コスト

効果 -

-

-

低～高 低～中
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